
－
第
三
懸
　
紹
介

難
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
お
　
ゆ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

澱
の
海
防
史
」
（
丈
學
聖
堂
非
甚
太
郡
馬
）
、
「
鎌
倉
武
士
の
學
問
修
養
」
（
鷲
尾
が

恥
　
碧
　
鋳
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
O
　
O
　
8
　
0

気
勢
昏
、
門
劇
に
現
れ
曲
る
鎌
倉
武
士
」
∩
文
學
士
堀
閏
璋
左
右
氏
）
、
「
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
。
。
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿
．
　
　
　
　
　
o

公
方
ご
蜜
町
幕
府
」
（
艶
艶
士
声
遣
澱
瀦
氏
）
、
「
武
楊
の
古
美
術
」
（
丈
學
士
脳

の
　
リ
ド
ゆ
　
り
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
お
　
さ
　
き
　
　
　
ず

弾
利
吉
鄭
蝿
）
、
「
武
相
の
古
購
書
」
（
文
學
居
士
黒
厳
勝
美
銑
い
等
あ
り
り
加
ふ

・
み
に
馳
巻
岬
鎮
二
上
丁
一
穂
巣
の
爲
㎞
野
阜
ψ
¢
添
ヘ
イ
、
ホ
女
や
」
の
蓼
μ
看
に
r
資
・
し
亀
附
㎜
圓
ε

・
し
て
南
島
吏
蹟
地
矧
二
巣
を
附
苞
q
O
菊
版
五
〇
二
頁
（
仁
友
靴
品
行
、
債
、

二
〇
〇
）
〔
中
村
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
⑧
離
　
　
誌

　
　
　
　
な
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
や
　
ち
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ
で
　
　
ヤ
　
へ

　
　
　
鱒
我
緯
に
保
存
ゼ
ら
れ
六
る
古
代
土
重
工
丈
字
皮
墨
士
艶
本
　
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
紛
古
」
第
七
十
一
號
所
駅
）

　
北
海
鍋
墨
弾
手
嘗
の
洞
穴
内
の
岩
石
に
見
ろ
単
字
襟
の
彫
刻
に
就
ゼ
て
は

大
正
二
年
、
烏
居
落
盤
武
が
、
畏
れ
を
以
て
古
墨
版
単
字
に
・
し
て
、
共
販
語

は
ソ
ン
グ
！
ス
藷
な
ろ
べ
し
ミ
逃
べ
し
こ
ミ
あ
り
・
し
が
、
碧
者
は
露
西
亜
の

ラ
ド
罰
7
氏
の
「
叢
・
古
に
於
け
ろ
古
代
土
茸
共
丈
存
」
の
碧
を
謹
み
、
戯
ハ
丈

字
が
乎
営
の
彫
刻
ミ
類
獅
す
る
夕
見
る
に
及
ん
で
、
途
に
是
難
の
比
較
研
饗

を
企
て
、
手
順
彫
刻
に
古
代
土
算
共
丈
字
に
・
し
て
其
文
字
の
殺
る
も
の
は
之

れ
を
横
に
書
σ
う
も
の
も
あ
り
ミ
興
．
牢
し
、
更
に
賦
ハ
言
語
に
於
て
は
北
海
這

の
斜
岸
に
尊
覧
し
ト
ン
ダ
ー
ス
人
の
言
語
な
ろ
。
へ
し
ご
推
測
こ
て
、
拗
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
へ

一，

O
ル
ー
ペ
碧
ゴ
ル
デ
語
集
」
ド
求
め
．
手
宮
の
丈
傾
聴
睡
刻
を
、
蕊
・
み
る
じ

第
二
號

一
五
二
　
（
三
二
八
）

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

大
海
。
圖
ふ
。
入
ろ
い
の
語
獄
り
熱
量
讃
C
、
全
文
の
意
は
「
…
…
我
は
部

も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
へ
　
ち
　
へ
も
の
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
ゆ
　
も
　
ヘ
へ

下
を
摩
る
、
大
海
を
渡
り
…
．
…
圏
ひ
・
：
－
此
洞
穴
に
入
つ
れ
…
…
」
な
ち
ん

ミ
指
定
ぜ
り
の
此
言
語
ぼ
満
洲
証
…
ε
オ
ロ
ソ
コ
語
“
」
の
中
興
に
位
し
、
東
ト

ン
ダ
ー
ス
語
に
議
す
る
も
の
に
し
て
、
此
世
心
蘇
塁
地
力
の
往
畏
の
書
語
な
る
ベ

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
か
　
　
へ

く
、
著
者
口
陰
れ
を
蛛
三
悪
ミ
名
け
、
営
営
彫
刻
は
，
さ
き
の
意
味
を
古
代

土
耳
北
ハ
丈
脚
ぐ
を
以
て
二
戸
り
る
糠
側
端
翫
…
の
’
丈
章
・
な
り
ぐ
」
蛍
ロ
へ
り
q
〔
西
［
閏
〕

　
　
　
齢
か
鞭
旧
い
蜘
℃
⑳
瀞
殆
　
　
，
　
　
　
八
代
國
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吏
學
雑
誌
第
二
十
九
編
第
一
號
唐
載
）

　
丈
永
弘
安
の
役
に
囎
し
て
新
に
世
に
出
で
れ
る
勘
仲
記
原
本
。
弘
安
四
年

口
罰
抄
，
無
二
御
所
丈
害
等
の
吏
斜
に
塞
き
研
究
し
れ
る
も
の
な
り
．
，
共
中

丈
配
役
に
撰
し
て
に
典
単
襲
を
＋
刃
＋
三
日
蔭
り
・
・
…
、
大
友
頼
泰
の
郡
下

が
賊
徒
五
＋
蝕
人
を
捕
虜
こ
し
、
之
を
具
し
て
上
洛
ぜ
リ
ミ
の
新
事
蟹
を
蓮
．

べ
、
幕
府
の
異
國
征
伐
に
つ
い
て
は
鎭
西
、
中
園
の
武
士
の
外
、
大
職
國
の

毒
心
・
國
畏
ご
を
巨
魚
己
て
頗
る
大
規
穫
に
企
て
ら
れ
負
り
“
、
推
し
、
弘
安
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

役
ド
つ
い
て
は
賊
船
ほ
五
月
骨
二
“
劃
馬
壼
岐
を
鍵
略
し
廼
ん
で
博
多
澹
岸

に
迫
り
む
が
、
同
時
に
胴
隊
ミ
鳩
て
多
鍛
の
船
綴
を
剰
り
て
長
門
浩
岸
を
攻

．
…
滋
；
し
晶
μ
り
・
し
事
、
　
山
景
月
巾
－
旬
ド
至
り
再
び
一
州
の
至
心
影
写
バ
尚
島
に
．
來
着
し
む
　
冨
～

に
博
多
を
侵
鷲
・
し
事
等
を
蓮
べ
蜘
、
捕
虜
の
徳
泄
、
戦
鰯
の
中
心
地
に
論
及

し
、
斑
に
身
を
以
て
食
逃
に
代
ら
ん
こ
ぜ
を
伊
勢
憩
宮
レ
斯
忙
し
給
ひ
亡
に


